
 

 

 

 

卒業生に思う      

山口大学教育学部附属山口中学校 副校長 末永 勝明 
 

 「末永先生ですよね。」９月１日（土）に行った学園祭文化部門の昼休みに校内を回っていると

赤ちゃんを抱っこした女性に尋ねられました。「はい。」するとその女性は「○○です。『○○ち

ゃん』です。」（『○○ちゃん』とは当時その女性がみんなから呼ばれていた愛称）自分が附属中

学校に教諭として勤務していたとき、３年生で担任した生徒でした。するとその女性は「近くに住

んでいて、附中を訪ねてみたいといつも思っているのですが、なかなか普段は難しいので、学園祭

なら普通に学校の中に入れると思って来てみました。」と話しました。「当時と（校舎が）変わっ

てないですね。」変わっていないことが彼女にとってはとてもうれしい様子でした。 

 昨年の秋には、（これもまた、たまたま教え子だったのですが）附属

中の同級生同士で結婚し、記念の写真を中学校で撮影できないかと相談

をうけたことがありました。日程調整をすると、ちょうど本校の合唱祭

の日（市民会館で開催されるため昼間は学校にだれもいない）になり、

かつて彼らが過ごした教室や体育館の中でウエディングドレスとタキシ

ードに身を包んだカップルがすてきな思い出の写真を撮ることができました。本校の卒業生にとっ

て附属中は決して彼らが生まれ育った「地域」に根ざす学校ではないかもしれませんが、いつまで

も懐かしく思い、訪れてみたい母校であることは間違いないようです。 

 学園祭２日目の体育部門。この日も多くの卒業生が訪れていました。

驚いたのは体育部門のすべてが終了した後のことです。生徒と教職員が

グラウンドの片付けを始めました。テントをたたんだり、パイプいすや

長机を校舎内に運んだりする中に数多くの高校

生の姿がありました。ごく当たり前のように中

学生といっしょに片付けをしているのです。あ

りがたく頭が下がりました。そして同時に「何が彼らをそうさせるのだろ

う」とうれしくもあり、また不思議にも思いました。 

 自分が卒業した小学校、中学校、高等学校．．．誰もがいつまでも誇りに思いたいはずです。卒

業して（何年たっても）自分の母校の活躍を聞くとうれしいものです。 

 附属中学校は「地域をもたない学校」と言われることがあ

ります。附中生は山口を中心として広範囲から通学してきま

す。確かに公立の学校とはちがい、自分が生まれ育った地域

にある学校ではないかもしれません。そして、卒業生はさま

ざまな地域で活躍しています。ですが、この附属中学校はそ

んな卒業生（同窓生の皆様）にいつまでも気にかけていただ

いているようです。これからもそのような人々にとっていつ

までも誇れる、心のよりどころとなる附属山口中学校であり

たいと思います。 
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 ９月１日、２日に学園祭を開催しました。１日の文化部門の日はあいにくの雨、２日の体育部門は暑い一日となりましたが、そ

れまで準備してきたことを来校していただいた方々にしっかり披露することができました。このような学園祭ができたのは、生徒の取

組はもちろんですが、保護者の方、地域の方の御協力があってのことだと感じています。今後ともよろしくお願いいたします。 
 

『３年学年だより』から・・・ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

１０月の予定  部活終了１７：１５ 最終下校１７：３０  ～１９日まで教育実習があります～ 

５日（金）山口市中学校新人体育大会（～７日） 

      ３年習熟度テスト 

８日（月）体育の日 

１６日（火）中央委員会 

１９日（金）合唱祭中間発表  

実行専門委員会 

２０日（土）オープンキャンパス  

２２日（月）振替休日（２０日分） 

２５日（木）合唱祭 
 

※終学活で合唱祭の練習が始まります。 

☆10/20オープンキャンパスについて☆ 
受   付 １３：２０ ～ １３：４５ 

授業参観 １４：０５ ～ １４：５５ 

学校説明 １５：１０ ～ １６：２０ 

本年度もオープンキャンパスを実施します。対象は小

学校６年生とその保護者の方です。事前の申し込みは

必要ありません。なお、自動車の乗り入れはできません。 

 

学園祭実行委員長 時乘壮太 
 みなさんはこの学園祭で何を

学び、どう成長しましたか？僕

は仲間の大切さを学び、人とし

て一歩成長できました。準備

期間から当日まで僕はたくさん

の失敗をしました。しかし、その

たびに支え励ましてくれる仲間

がいました。そんな有り難い仲

間に「ありがとう」を伝えたいで

す。みんな本当にお疲れ様で

した。そして、ありがとうございま

した。 

校庭にイチョウ

の木があります

が、ギンナンが

落ちています。 

 

文化部門長 西村凜 

 まだまだ先のことだと思っていた学園祭は、

終わってみるとあっという間に過ぎてしまいまし

た。文化部門委員の中では短い準備期間で

あってもお客さんに楽しんでもらえる、附中の魅

力を知ってもらえる学園祭文化部門を目指し

てきました。楽しんで頂けるかどうか不安で迎

えた当日でしたが、来場者の方に「楽しかった

よ」などの声を聞かせて頂いて、この仲間と「と

もに」できて本当によかったです。けれども、こ

れからが勝負です。継続は力なりといいます

が、学園祭で培ったエネルギーを継続してこそ

真の力だと思います。中学校３年間の集大

成に向けて「ともに」高めあっていきたいです。 

体育部門長 山本猛 

 僕は学園祭を通してさまざまな

つながりを感じ、コンセプトである

「ともに」を深めることができたと

思います。「ともに」をつくることは

とても難しく、最初はなかなかう

まくいきませんでした。でも大変さ

を知ったからこそ人と協力するこ

とができ、そして多くの人に協力

してもらうことができました。そんな

関係こそが「ともに」の土台とな

り、生徒会のめざす学園像につ

ながると思います。これからもさ

まざまな場面で協力していきた

いです。 

青組団長 大枝恭輔 
 この学園祭で、前で

立って話す人の気持

ちをよく理解することが

できました。以前まで

は、人の話しを聞き流

すクセがついていまし

た。しかし、学園祭準

備期間中、前に立っ

て話す時、なかなか

上手に思いを伝えるこ

とができませんでした。

これからは、前で話す

人のたいへんさを理

解した人として、しっか

り支えていきたいで

す。 

黄組団長 井大耀 

 今年の学園祭準備期

間は例年にくらべて短かっ

たため、完成度の高いも

のをつくり上げられるかどう

か正直不安でいっぱいで

した。しかし、黄組の仲間

が献身的に支えてくれた

おかげで、表現優勝をと

ることができました。私たち

表現係は先生方、クラス

の仲間、体育部門委員

など数えきれないほどの

人達の支えがあってこそ

成り立つことができたと思

います。本当にありがとう

ございました。 

紅組団長 河村賢吾 

 団長として学園祭を振り

返ると、表現の練習がなか

なかスムーズに進まなかっ

たり、うまくみんなをまとめら

れなかったりして、とても苦し

く、辛かったなと思います。

しかし、表現係の人やみん

なの頑張りで、最後は総合

優勝という形で終えることが

できました。その瞬間、今ま

での苦悩も吹き飛び、とても

良い経験をさせてもらったと

思いました。そして、僕を団

長として支えてくれた表現係

の人達にはとても感謝して

います。 

白組団長 末永太一 

 僕は今回の学園祭学

習で「仲間」の大切さを学

びました。何事も自分だけ

ではできません。それを「と

もに」支え合う仲間がいて

はじめてできたと思うので

す。僕は今回団長という

立場で周りを見ていたけ

れど、支えてくれたのは表

現係だけではありません。

自分の周り以外にも仲間

がいるということにも気づく

ことができました。これから

もこの経験を活かし仲間

と「ともに」頑張っていきた

いです。 



 

 

 

 


